
桑園の草生導入に関する研究

蚕桑部　関博夫・押金健吾・須崎千歳

前年慶に弓続き昭和39年慶における植付6年目の試験成績の概要は次の彊りである。

ユ・供試桑國：信州大学繊維学部付属農場

2．試験規模その他は前年度に準ずる。

3．施肥設計：植付6年目の草生報桑園における桑並びに牧草の施肥量は次の通りである。

　　　　　　　　第1表　草生i桑園（植付6年目）施肥量
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備考：肥科は片倉化成肥料ネオカタcrイド別工0号（10一ユO－5）を用い，清耕区は全面

　　に施し，中耕除草をかねて耕紙機にて土懲と混合した6また草生区は株聞に施与し，中

　　耕除草とともに土壌と混合した。
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備考：肥料は尿素化成肥料2号（7－10－8＞を草生部に施与した。
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tS．桑葉収穫盤

　草生導入桑園における春蚕および夏秋蚕用桑の収穫蟄にっいて調査した（第2a，b表）。

な聡調査方法は春叢用桑の場合二6月9日昨秋条桑育用として約1！5を伐採した残条の基部

　o「cmの部分より収穫し，その条…桑にっいて各調査項目Slkこ調査した。また夏秋蚕用桑は9月ユ

　日夏切後伸長した定枝以外の枝条にっいて，その甦部より伐採し総重搬および正葉最を測定し

　rk　q

　　　　第2表　草生灘入i桑園の桑葉収穫量

侮）春蚕用架（各区5株平均）
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備考：：0　a当りの栽植株数はS．6m区で300株｝2．7皿区では400株b

　　　（　）内の数字は指数を示す。

（わ）夏秋蚕用桑（各区5株平均）
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備考：（　）内の数字は指数を示す。

上記成績をみると春蚕用桑の場合，新梢葉量¢順位は1株並びetXOa当りともに清耕区〉草

生露．cr　m区〉草生5．6m区となりa清耕区が他の2区に勝った成績を得たが，これ等の傾

向は昨年慶（植付後5年目）頃よりみられ，ことに本年は大早魁のため草生区は桑と草との競

合作用によるものと思われるカ㍉根本的な原因は不明である。とくに草生5。6m区はioa当

りの栽植株数が少ない関係」k　1株当りの収量を増加させる肥培並びに仕立法の確立が急務で

あるう。
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憂秋蚕用i桑の場合も春蚕用桑と同ようの傾向にある。

5．牧草収量

　昭和58年秋反転整地後播種した2年目の収草収量を調査した（第3表）’6

　　　　第3表　革生第2年目における牧草収量
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第エ回の牧草量は蓉期の恵れた天便こより極あて順調な生育を示した携その後大皐越に見舞れ

たことと，聯1の樹冠が拡犬されたため日光の透射が不良（とくに章生2．7m区）等の影響1こ

より生育が署しく阻害され，第ユ回の約ユ／2～ユ／3量に激減した。t！のために第3回の刈敢

　りは不能であった。収螢の順位は1，2回ともに草生3。6”1区が2．7惣区に比し勝っている。

6・草生導入桑園の管理所要労力

　植付6年目の革生導入桑園の所要労を調査した（第4地）。

　　　　第窪表　植付第6年目の管理所要労力（時間）

作業種　目 草生3．6辺区 草生既ツ拠区 清　耕　区

桑 0．6 O．6 ：L。0
施　肥　　　草

O．8 O．8
無草部中耕簡除革 3．O 3．o 6贋5
草刈および寄集め 8．8 6鱒0

整枝および収穫 8騨O 8．O 8．O
試昌験区当　り 2工．露 ユ8．4 15．5
工o　σ　当　り 53・°@1 60．7 5ユの5

備考：清耕区の中耕および除草はハン・ドトラクター一並びに人力による。

植付6年目で樹冠の拡大により整枝および収穫に労力を要した。清耕区と箪生区とを比較すれば，

試験区当り草生3。6雛［羅は清耕区の約1．1倍，草生亭．7m区ではそれの約工．2f鶴　ヱoa当

りに換算すれば前瑠が約ユ．ユ倍，後者が約1．2僧の所硬労力となる。また本年は夏期における

著しい旱越と桑樹の樹冠の拡大により牧翠の生育が不良で，例年より刈取りが1～2回減じたた

め試験区並びet工Oa当りの所要労力は減っている。
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